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長
野
県
立
歴
史
館
収
蔵
文
書
の
保
存
と
利
用

そ
の
歩
み
と
課
題

は
じ

め

に

長
野
県
立
歴
史
館
は

一
九
九
四
年

（平
成
工○

の

一
一
月
に
開
館
し
た
。

開
館
前
か
ら
古
文

書
や
行
政
文
書
な
ど
の
収
集
に
努
め
、
開
館
時
に
は
史
料
約
四
万
点
の
閲
覧
公
開
を
可
能
に
し

た
。
そ
の
後
こ
ん
に
ち
ま
で
の
間
、
収
集
と
整
理
が
進
展
し
、　
一
般
公
開
で
き
る
史
料
も
順
次

増
加
し
た
。
そ
れ
ら
公
開
史
料
の
あ
ら
ま
し
は
、
二
〇
〇

一
年
二
月
に
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト

『文
献
史
料
案
内
』
に

一
覧
で
示
し
、
利
用
者
に
便
を
は
か

っ
て
い
る
。
県
立
歴
史
館
に
お

け
る
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
博
田
伊
史
に
よ
る
総
括
的
な
報
告
が
あ
る
。

ま
た
、
行
政
文
書
の
公
開
お
よ
び
収
集

ｏ
整
理

ｏ
保
存
に
関
し
て
は
、
梅
原
康
嗣
と
橋
詰
文
彦

が
く
わ
し
い
報
告
を
し
て
い
る
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
報
告
内
容
と
の
重
複
を
避
け
、
古
文
書
書
庫

。
行
政
文
書
書
庫
で
保
管
し

て
い
る
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
収
集
概
要
と
利
用
状
況
を
紹
介
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
消
滅
、
流

失
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
文
書
が
多
い
な
か
、
文
書
保
存
の
あ
り
方
に
関
す
る
県
立
歴
史
館
の

啓
発
活
動
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
い
。

口

一
一　
収
蔵
文
書
の
概
要

１
　
原
史
料

の
収
集
お
よ
び
保
存

（
１
）

古
文
書

県
立
歴
史
館
の
古
文
書
は
、
寄
贈
、
寄
託
、
購
入
、
移
管
に
よ

っ
て
収
集
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
方
法
は
、
開
館
前
の
準
備
室

（長
野
市
南
俣
の
県
庁
西
庁
△
じ

段
階
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。

最
初
に
受
け
入
れ
た
寄
贈
文
書
は
、
長
野
市
の
関
川
千
代
丸
と
米
山

一
政
の
収
集
文
書
で
、

つ

づ
い
て
諏
訪
市
の
吉
田
能
民
家
文
書
で
あ

っ
た
。
寄
託
で
は
、
長
野
市
の
左
治
木
祥
司
家
文
書

と
佐
久
市
の
依
田
謙

一
家
文
書
で
あ

っ
た
。
寄
贈

。
寄
託
の
可
能
性
が
あ
る
県
内
外
所
蔵
者
の

リ
ス
ト
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
館
員
が
積
極
的
に
そ
の
交
渉
に
あ
た

っ
た
。
開
館
ま
で
に

一

万
点
以
上
の
古
文
書
閲
覧
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
数
値
を
定
め
て
い
た
こ
と
が
、
収
集
に
拍

車
を
か
け
た
。

二
〇
〇

一
年
ま
で
に
受
け
入
れ
た
の
は
近
世
文
書
が
ほ
と
ん
ど
で
、
中
世
、
戦
国
文
書
の
寄

贈

。
寄
託
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
戦
国
期
以
前
の
古
文
書
の
寄
贈
は
、
吉
田
能
民
家
文
書
と
東

京
都
三
鷹
市
の
世
間
瀬
忠
知
家
文
書
、
寄
託
は
北
佐
久
郡
浅
科
村
の
依
田
尚
方
家
文
書
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
井
原
今
朝
男
の
報
告
に
く
わ
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は

あ
え
て
内
容
に
ふ
れ
な
い
。
開
館
前
か
ら
、
寄
託
契
約
期
間
は
原
則

一
〇
年
以
上
と
し
て
い
る

が
、
準
備
室
段
階
で
受
け
入
れ
た
古
文
書
は
、
ま
も
な
く

一
〇
年
を
む
か
え
る
。
た
だ
し
、
寄

樋

不日

露
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託
者
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、
自

動
的
に
寄
託
期
限
は
延
長
さ
れ
る
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
県
立
長
野
図
書

館
の
貴
重
書
庫
で
保
管
さ
れ
て
き
た
膨

大
な
古
文
書
は
、
県
立
歴
史
館
の
開
館

に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
大
部
分
が
移
管
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
移
管
の
経
過
に

つ
い
て
は
、
『長
野
県
立
歴
史
館
収
蔵

文
書
目
録
１

・
２
』
で
詳
述
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
双
方
に
よ
る
数
回
の
協
議

を

へ
て
、　
一
九
九
四
年

一
〇
月
に
、　
一

般
文
書

・
郷
土
陳
列
室
文
書
な
ど

一
三

の
家
別
文
書
の
移
管
が
実
現
し
た
。
そ

の
文
書
数
は
じ

つ
に
約

一
万
五
〇
〇
〇
点
に
の
ぼ
り
、
県
立
歴
史
館
収
蔵
古
文
書
の
中
心
を
な

し
て
い
る
。
丸
山
史
料

・
飯
島
文
庫

。
中
村
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
移
管
が
見
送
ら
れ
た
。
そ

の
お
も
な
理
由
は
、
古
典
籍

（和
古
書
）
が
多
い
こ
と
、
中
村
家
の
地
元
で
あ
る
信
濃
町
が
県

立
図
書
館
で
の
保
管
を
望
ん
だ
こ
と
な
ど
で
あ

っ
た
と
い
う
。

古
文
書
の
作
成
地
が
長
野
県
内
で
、
い
っ
た
ん
所
蔵
者
の
手
を
離
れ
て
県
外

へ
流
出
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
古
書
店
な
ど
か
ら
買
い
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
県
立
歴
史
館
の

「古
文
書

収
集
要
領
」
に
も
と
づ
い
た
策
で
あ
る
。
準
備
室
段
階
で
は
、
諏
訪
郡
古
田
村
宗
門
人
別
帳

・

筑
摩
郡
潮
村
文
書

・
高
井
郡
虫
生
村
文
書
な
ど
を
購
入
し
た
。
毎
年
夏
と
秋
に
東
京
都
内
で
開

か
れ
る

「七
夕
古
典
会
」
「東
京
古
典
会
」

で
、

い
ま
で
も
入
札
の
う
え
購
入
し
て
い
る
。
県

外
流
出
文
書
の
多
さ
、

そ
れ
ら
の
購
入
の
困
難
さ
に
つ
い
て
は
、
『市
誌
研
究
な
が
の
』

で
丸

山
文
雄
が
言
及
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
昨
今
の
入
札
会
に
出
ま
わ
る
古
文
書
の

多
く
は
、
二
、
三
〇
年
前
の
古
い
こ
ろ
に
県
外
流
出
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

古
文
書
書
庫
で
は
古
文
書
の
作
成
地
を
基
準
に
し
て
、
地
域
別
に
配
架

。
保
存
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
全
県
関
係
を
ゼ

ロ
番
の
棚
に
、
小
県
郡
を

一
番
の
棚
に
、
以
下
旧
郡
の
順
に
配
架

し
て
い
る
。
各
郡
の
な
か
で
は
、
収
集

。
受
け
入
れ
順
に

一
番
か
ら
枝
番
号
を
付
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
た
と
え
ば
、
関
川
千
代
丸
と
米
山

一
政
が
収
集
し
た
文
書
は
、
内
容
が
全
県
に

お
よ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ゼ
ロ
番
が
付
し
て
あ
る
。
佐
久
郡
の
依
田
家
文
書
の
場
合
は
、
二

（佐
久
郡
）
の

一

（
一
番
目
に
受
け
入
れ
た
）
番
と
な
る
。
た
だ
し
、
県
立
長
野
図
書
館
．か
ら
の
移

管
文
書
は
、
こ
れ
ら
だ
け
を
ま
と
め
て
別
に
収
蔵
番
号
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か

つ
て
の

収
蔵
場
所
が

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）

行
政
文
書
等

お
も
に
長
野
県
庁
で
作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
は
、
明
治
初
期
か
ら
の
も
の
が
多
数
保
存
さ
れ

て
い
る
。
明
治
期
が
約
四
九
〇
〇
点
、
大
正
期
が
約
二
三
〇
〇
点
も
あ
る
。
こ
れ
ら
戦
前
の
行

政
文
書
は
、
長
い
あ
い
だ
長
野
県
総
務
部
県
政
資
料
室
で
保
管
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
立
長
野
図

書
館
へ
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
『
長
野
県
政
史
』
や

『長
野
県
教
育
史
』
、
あ
る
い
は

『長
野

県
史
』
の
編
纂
事
業
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。　
一
九
九
四
年
、
県
立
歴
史
館
の
開
館
に
あ
た

っ
て
、

こ
れ
ら
の
行
政
文
書
の
す
べ
て
が
移
管
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
県
庁
の
地
下
書
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
は
、
準
備
室
段
階
の

一
九

れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
県

立
長
野
図
書
館
で

一
時
保
管
し
た
。

同

図
書
館
の
三
階
に
は
、
準
備
室
の
分
室

が
あ
っ
て
、
文
献
史
料
を
担
当
す
る
嘱

託
職
員
四
名
が
常
駐
し
て
い
た
。

こ
の

う
ち

一
名
は
図
書
館
か
ら
移
管
予
定
の

古
文
書
を
、
二
名
が
行
政
文
書
を
、　
一

名
が
現
代
史
料
を
整
理
し
て
い
た
。
文

献
史
料
を
担
当
す
る
専
門
主
事
二
名
は
、

電動のスチール欄に諸史料を収納する行政文書書庫

［一一̈̈
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木製棚に古文書箱を収納する古文書書庫
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し
ば
し
ば
図
書
館
の
三
階
分
室
に
出
む
い
て
嘱
託
職
員
と
の
合
同
会
議
を
も

っ
た
。

県
立
歴
史
館
で
は
、
毎
年
二
月
と
七
月
の
二
度
、
集
中
的
に
行
政
文
書
収
集
を
お
こ
な

っ
て

き
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
北
信
地
方
事
務
所
と
長
野
地
方
事
務
所
の
文
書
も
収
集
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
ほ
か
の
現
地
機
関

へ
と
、
そ
の
収
集
枠
が
広
が
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

収
集
し
た
行
政
文
書
は
、
年
次
順
に
作
成
原
課
別
に
番
号
を
付
し
て
、
行
政
文
書
書
庫
で
配

架

・
保
存
し
て
い
る
。
書
庫
に
は
、
準
備
室
段
階
か
ら
収
集
し
て
き
た
行
政
資
料
も
あ
る
。
こ

れ
ら
は
総
務
部
学
事
法
規
課
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
入
手
し
た
も
の
が
多
い
。
長
野
県

が
収
集
ま
た
は
作
成
し
た
絵
図

・
地
図
も
膨
大
で
あ
る
。

信
濃
国
絵
図

・
郡
絵
図

。
町
村
絵
図
の
ほ
か
、
道
路
図

・
河
川
図

・
架
橋
図
な
ど
が
あ
る
。

道
路
図
な
ど
は
、
そ
の
紙
幅
が
数
メ
ー
ト
ル
と
広
い
う
え
に
数
が
三
〇
〇
舗
も
あ
る
た
め
、
ほ

と
ん
ど
未
整
理
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
町
村
絵
図
は
、
郡
別
に
整
理
番
号
を
付
し
て
絵
図
棚

に
配
架
し
、
行
政
文
書
と
同
様
に

一
般
者
が
閲
覧
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
は
、
諏
訪
郡
の

一

九
七
舗
を
筆
頭
に
、
南
佐
久
郡
の

一
六
五
舗
、
北
佐
久
郡
の

一
四

一
舗
と

つ
づ
き
、
総
数
は

一

三

一
三
舗
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
虫
損

・
破
損
部
分
が
あ
る
絵
図
は
、
閲
覧
し
や
す
く
す
る
た
め

に
毎
年
少
し
ず

つ
補
修
し
て
き
て
い
る
。
補
修
点
数
は
二
〇
〇
〇
年
度
末
ま
で
に
九
二
舗
に
な

っ
た
。

な
お
、
古
文
書

。
行
政
文
書
な
ど
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
県
立
歴
史
館
が
二
〇
〇

一
年

一
〇

月
に
発
行
し
た

『文
献
史
料
課
案
内
』
で
詳
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
文
献
史
料
課
が
担
当

し
て
い
る
業
務
内
容
も
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）

現
代
史
料

一
九
九

一
年
に
完
結
し
た

『長
野
県
史
』
の
編
纂
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
現
代
史
部
分
は

先
送
り
さ
れ
た
。
世
相
の
急
激
な
変
化
は
、
戦
後
の
史
資
料
を
も
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
県

立
歴
史
館
は
そ
の
危
機
を
救
う
べ
く
、
将
来
を
見
す
え
て
戦
後
史
料
の
収
集
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
収
集
作
業
は
、
す
で
に
準
備
室
段
階
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。

政
治

。
経
済

。
文
化
に
関
す
る
戦
後
の
史
資
料
を
、
県
内
外
か
ら
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、

文
献
史
料
の
ほ
か
、

写
真
撮
影
や
聞
き
取
り

（音
声
収
録
）
に
よ
る
記
録
収
集
も

つ
づ
け

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
収
集
で
き
た
お
も
な
史
料
に
は
、
県
評
史
料

。
農
地
改
革
史
料

。
女
性

解
放
史
料

・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
な
ど
が
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
は
、
長
野
県

関
係
分
を
複
写
し
て
、
二
四
〇
冊
の
フ
ァ
イ
ル
で
整
理
し
て
い
る
。

五
〇
名
余
の
証
言
者
た
ち
か
ら
の
間
き
取
り

盆
日
声
収
録
）
は
、
そ
の
つ
ど
活
字
化
し
て
記

録
を
残
し
て
き
た
。
ま
た
、
写
真
撮
影
し
た
史
料
の
う
ち
、
佐
久
病
院
関
係
史
料
や
長
野
県
連

合
青
年
団
結
成
時
史
料
な
ど
は
、
紙
焼
き
し
て
冊
子

一
七
五
冊
に
製
本
し
、
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
準
備
室
段
階
か
ら
史
料
収
集
を
担
当
し
て
き
た
新
津
新
生
は
、
県
立
歴
史
館

の
研
究
紀
要
で
い
く

つ
か
の
報
告
を
し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
４
）

マ
イ
ク
ロ
写
真
収
集

現
代
史
関
係
で
は
、
『信
陽
新
聞
』
『北
信
毎
日
新
聞
』
『長
野
県
統
計
書
』
な
ど
の
史
料
を

一
一
八
本
の
長
尺
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
て
収
集
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

「長
野
県
連
合
婦
人
会
史

料
」
な
ど
を
三
五
ミ
リ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
七

一
三
本
に
収
め
て
い
る
。
近
年
、
現
代
史
関
係

の
史
料
は
、
簡
便
で
手
軽
な
二
五
ミ
リ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
収
集
す
る
よ
う
に
変
わ

っ
た
。

古
文
書
は
、
県
立
長
野
図
書
館
蔵
の
中
村
家
文
書
の
三
六
リ
ー
ル
を
最
多
と
し
て
、
県
立
歴

史
館
蔵
の
今
井
家
文
書
の
三
二
リ
ー
ル
な
ど
、
あ
わ
せ
て
長
尺

一
九
五
リ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
の

フ
ィ
ル
ム
を
も
と
に
し
て
紙
焼
き
じ
製
本
し
て
き
た
。
現
在
、
斎
藤
家
文
書

・
細
田
家
文
書
な

ど
あ
わ
せ
て

一
九
二
冊
が
で
き
て
い
る
。

現
代
史

・
古
文
書
以
外
で
は
、
『神
社
明
細
帳
』
『長
野
県
人
口
調
査
』
な
ど
、
長
尺
で
つ
ご

う
七
九
リ
ー
ル
分
の
史
料
を
収
集
、
保

存
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と

冊
子
は
、
行
政
文
書
書
庫
で
保
存
し
て

い
る
が
、
閲
覧
室
で
閲
覧
と
複
写
が
可

能
で
あ
る
。

２
　
紙
焼
き
写
真
史
料

（
１
）

『信
濃
史
料
』
関
係
史
料

『信
濃
史
料
』
の
編
纂
に
使
用
し
た

写
真
史
料
は
、
県
立
歴
史
館
の
開
館
を

文書のマイクロフィルム撮影
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想
定
し
て
、　
一
九
九
二
年
九
月
に
信
濃
毎
日
新
聞
社
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
の
事
情
は
同
社

内
に
編
纂
室
が
あ

っ
た
こ
と
、
関
連
史
料
を
同
社
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
寄
贈
に
い

た
る
経
緯
な
ど
に
関
し
て
は
、
大
き
く
報
道
さ
れ
た
九
月
二
六
日
づ
け
の
同
社
の
新
聞
記
事
に

く
わ
し
い
。
ま
た
、
同
月
二
九
日
に
は
、
同
社
社
長
か
ら
長
野
県
知
事

へ
寄
贈
が
実
現
し
た
こ

と
を
、
紙
上
で
報
じ
て
い
る
。

編
纂
の
た
め
に
撮
影
さ
れ
て
か
ら
五
〇
年
以
上
を
経
た
フ
ィ
ル
ム
は
、
劣
化
が
進
ん
で
い
た

た
め
準
備
室
段
階
で
業
者
に
委
託
し
て
洗
浄
し
た
。
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
は
割
れ
る
恐
れ
も
あ

っ

た
の
で
、
二
五
ミ
リ
の
フ
ィ
ル
ム
に
焼
き
直
し
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
年
次
計
画
で
Ｂ
五
判

大
に
紙
焼
き
し
、

フ
ァ
イ
ル
し
て
冊
子
製
本
し
た
。
い
ま
で
は
写
真
史
料
の
冊
子
製
本
は
す
べ

て
が
完
了
し
、
郡
別
に
冊
子
あ
わ
せ
て
三
六
三
冊
が
で
き
て
い
る
。
南
佐
久

・
下
伊
那

・
諏
訪

の
史
料
に
つ
い
て
は
、
件
名
目
録
も
あ
る
。
こ
う
し
て
容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
当
時
の
写
真
技
術
は
こ
ん
に
ち
ほ
ど
の
精
度
が
な
い
た
め
か
、
史
料
に

よ
っ
て
は
写
真
の
映
り
が
ぼ
や
け
て
い
る
。

（
２
）

『長
野
県
史
』
近
世

・
近
代
文
書
写
真
史
料

『長
野
県
史
』

を
編
纂
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
近
世

・
近
代
文
書
写
真
史
料
は
、

準
備
室
で

の
保
管
後
、
ひ
き

つ
づ
き
県
立
歴
史
館
で
保
存
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
Ａ
五
判
大
で
紙
焼
き
さ

れ
た
近
世
文
書
の
枚
数
は
約
六
五
万
点

（近
代
分
は
未
確
認
）
で
、

フ
ァ
イ
ル
冊
子
は
近
世
、
近

代
そ
れ
ぞ
れ
約

一
万

一
〇
〇
〇
冊
と
い
う
膨
大
な
量
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
近
世
分
は
所
領
別
に
、

近
代
分
は
内
容
別
に
行
政
文
書
書
庫
の
棚
に
配
架

・
保
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
近
世
分
は
編
纂
室
段
階
で
す
で
に
目
録
が
作
成
済
み
で
、
閲
覧
を
大
い
に
助

け
て
い
る
。
目
録
は
近
世
史
料
編
の
編
集
に
沿

っ
て
い
て
、
手
書
き
で
は
あ
る
が
全
部
で
九
巻

二
二
冊
あ
る
。
目
録
作
成
に
は
二
名
が
か
り
で
五
年
を
要
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
県
立
歴
史
館

で
は
こ
の
手
書
き
を
も
と
に
パ
ソ
コ
ン
入
力
し
て
、
日
録
の
新
装
を
計
画
し
て
い
る
。

な
お
、
近
代
分
の
件
名
目
録
は
、
地
租
改
正

ｅ
農
業

ｏ
林
業
な
ど

一
一
冊
は
で
き
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
で
す
べ
て
で
は
な
く
、
い
ま
だ
に
完
了
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
閲

覧
は
可
能
だ
が
、
利
用
者
に
は
若
干
の
不
便
を
強
い
て
い
る
。
目
録
の
作
成
に
は
、
多
大
な
作

業
量
が
と
も
な
う
。
そ
の
た
め
、
い
ま
の
と
こ
ろ
作
成
に
取
り
か
か
る
め
ど
が
た
た
な
い
で
い

２
つ

。

（
３
）

『長
野
県
政
史
』
『長
野
県
教
育
史
』
文
書
写
真
史
料

『長
野
県
政
史
』

の
執
筆
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
写
真
史
料
の
冊
子
は
、

約

一
〇
〇
〇
冊
あ

る
。
ま
た
、
本
文
中
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
含
む
写
真
約
二
五
〇
〇
枚
は
、　
一
九
九
九
年

一
一

月
に
県
立
長
野
図
書
館
か
ら
移
さ
れ
て
、
い
ま
で
は
県
立
歴
史
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

貴
重
な
写
真
は
、
新
聞

・
雑
誌

・
書
籍
等

へ
の
掲
載
に
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
場

合
、
貸
し
出
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
最
近
に
な

っ
て
写
真
の
デ

ュ
ー
プ
を
作
成
し
た
。
写
真
は

現
在
整
理
中
で
あ
る
。

県
立
歴
史
館
に
は
、
各
学
校
を
は
じ
め
教
育
関
係
機
関
が
所
蔵
す
る
教
育
史
関
係
史
料

（約

一
万
三
〇
〇
〇
点
）
の
写
真
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
所
蔵
者
別
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
、
行

政
文
書
書
庫
で
保
管
し
て
い
る
。
小
中
学
校
の
統
廃
合
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
が
、
史
料
の
散

逸
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
も
、
県
立
歴
史
館
が
保
存
し
て
い
る
写

真
史
料
は
貴
重
で
あ
る
。

〓
一　
史
料
の
閲
覧
と
利
用
の
状
況

１
　
利
用
実
態

（
１
）

開
館
当
時
の
よ
う
す

県
立
歴
史
館
が
開
館
し
た
当
時
は
、
文
献
史
料
の
閲
覧
者
は
少
な
く
、
む
し
ろ
収
蔵
庫
の
視

察
者
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
収
蔵
庫
を
積
極
的
に
公
開
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
収
蔵

庫
は
職
員
の
立
ち
合
い
の
も
と
で
な
い
と
公
開
で
き
な
い
が
、
こ
の
公
開
に
よ
っ
て
行
政
文
書

と
古
文
書
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
文
書
館
的
機
能
を
も

つ
施
設
で
あ
る
こ
と
の
啓
発
に
つ

な
が
っ
た
。

文
書
の
閲
覧
者
が
少
な
か

っ
た
の
は
、
そ
の
機
能
が
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
し

っ
か
り
し
た
文
書
目
録
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
県
立
長
野
図

書
館
か
ら
の
移
管
文
書
や

『長
野
県
史
』
写
真
史
料
に
つ
い
て
、
県
立
歴
史
館
で
公
開
し
て
い
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る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た

こ
と

に
も

よ
る
。
利

用
者
か
ら

「
県
立
長
野
図
書
館

に
問

い
合
わ

せ
た
ら
、
古
文
書
が
歴
史
館
に
移

っ
て
い
る
と
教
え
ら
れ
た
が
、
そ

れ
は
ほ
ん
と
う
か
」
、
と

い
う
問

い
合
わ
せ
が
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。

最
近
で
は
そ
う
し
た
問
い
は
少
な

く
な

っ
た
。

（
２
）

近
年
の
利
用
動
向

一
九
九
五
年

の
文
書
閲
覧
者

（借
用
な
ど
の
利
用
者
を
含
む
）
に
く

ら
べ
て
、
二
〇
〇

一
年
の
閲
覧
者

は
か
な
り
ふ
え
て
い
る
。

こ
の
現

象
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
県
立
歴

史
館
の
収
蔵
史
料
の
存
在
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
現
れ
で
あ
る
。

開
館
以
後
の
よ
う
す
を
観
察
す

る
と
、
閲
覧
者
が
多
い
時
期
は
、
き
ま

っ
て
二
月
と
七
、
八
月
で
あ
る
。
こ
れ
は
閲
覧
者
の
層

が
影
響
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
学
生
や
教
員
が
、
春
と
夏
の
休
暇
を
利
用
し
て
訪
れ
る
た
め
で

あ
る
。
思
い
の
ほ
か
少
な
い
の
は
、
四
月
と
五
月
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
年
度
の
生
活
、
あ
る
い

は
自
治
体
の
編
纂
事
業
な
ど
が
軌
道
に
乗
ら
な
い
時
期
で
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇

一
年
の
県
内
閲
覧
者
を
地
域
別
に
み
る
と
、
地
理
的
条
件
や
ア
ク
セ

ス
の
つ
ご
う
か
ら
、
更
埴
市
、
長
野
市
を
中
心
と
し
た
北
信
の
方
が
多
い
。
全
体
と
し
て
は
県

内
者
が
多
い
も
の
の
、
県
外
者
の
閲
覧
も
あ
る
。
二
か
年
だ
け
で
み
て
も
、
西
は
佐
賀
県

。
高

知
県

ｏ
兵
庫
県

ｏ
大
阪
府

。
京
都
府
か
ら
、
東
は
北
海
道

ｏ
秋
田
県

。
宮
城
県

ｏ
茨
城
県
か
ら

の
閲
覧
者
が
あ

っ
た
。
県
外
で
は
東
京
都
の
方
が
い
ち
ば
ん
多
い
。
は
じ
め
て
県
外
か
ら
訪
れ

平成 13年間覧状況

月
閲覧者
(人 )
古文書
県史写真史料

(近世 )
行政文書 教育史 絵図 現代史

行政資料 。

マイクロ他
計
(点数)

計

る
方
は
、
た
い
て
い
史
料
の
存
在
有
無
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
館
員
も
そ
の
対

応

・
返
答
は
十
分
お
こ
な

っ
て
い
る
。

閲
覧
者
は
年
配
者
が
多
い
こ
と
、
常
連
が
多
い
こ
と
も
傾
向
と
し
て
あ
る
。
生
活
時
間
の
ゆ

と
り
を
文
書
に
よ
る
調
査

。
研
究
に
つ
い
や
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
う
れ
し
い
。
い
ち
ど
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
後
何
度
も
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
期
待
さ
れ
て
い

る
し
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
史
料
が
あ
る
こ
と
も
誇
り
で
あ
る
。

（
３
）

お
も
な
利
用
目
的

閲
覧
者
の
利
用
目
的
と
し
て
第

一
に
あ
が
る
の
は
、
市
町
村
史
の
編
纂
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

卒
業
論
文
、
修
士
論
文
あ
る
い
は
地
域
調
査
な
ど
の
個
人
研
究
、
ほ
か
に
は
講
座
の
テ
キ
ス
ト

資
料
を
求
め
て
の
閲
覧
、
博
物
館
の
学
芸
員
に
よ
る
展
示
資
料
調
査
な
ど
が
あ
る
。
府
県
政

史

。
蚕
糸
業
史

。
林
業
史

。
発
電
水
利
史

・
災
害
史

。
教
育
史
な
ど
に
関
す
る
調
査

。
研
究
の

た
め
の
閲
覧
が
多
い
。
こ
れ
は
県
立
歴
史
館
の
収
蔵
史
料
の
特
徴
を
示
し
て
も
い
る
。

市
町
村
史
の
編
纂
が
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、
地
区
史
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
少
し
ず

つ
で
て
い
る
。
研
究
者
以
外
の
利
用
目
的
で
は
、
地
区
史
編
纂
の
た
め
に
、
村
絵
図
や
村
の

堂

。
宮
、
人
別
な
ど
に
関
す
る
史
料
の
閲
覧
が
多
い
。
ま
た
、
学
校
史
編
纂
の
た
め
に
、
学
校

設
立
当
時
の
行
政
文
書
を
閲
覧
す
る
教
員
も
い
る
。
史
料
の
原
本
に
あ
た
っ
て
、
史
実
に
そ
く

し
て
執
筆
し
よ
う
と
い
う
心
意
気
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
閲
覧
に
は
、
さ
ら
に
関
連
史

料
を
紹
介
す
る
な
ど
、
よ
り
い
っ
そ
う
懇
切
に
対
応
し
て
き
て
い
る
。

２
　
利
用
頻
度

の
高

い
史
料

（
１
）

近
世
、
近
代
写
真
史
料

と
く
に
利
用
の
多
い
史
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
に
、
『長
野
県
史
』
近
世
、
近
代
写
真

史
料
が
あ
る
。
長
野
県
内
各
地
の
史
料
、
あ
る
い
は
長
野
県
の
歴
史
に
関
す
る
史
料
が
く
ま
な

く
写
真
史
料
で
収
集
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は

『長
野
県
史
』
の
史
料
編
に
収
録
し
き
れ

な
か

っ
た
文
書
史
料
で
、
特
に
閲
覧
者
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
目
録
検
索
に
よ
っ
て
閲
覧
が

可
能
で
あ
る
た
め
、
研
究
者
の
絶
好
の
史
料
と
な

っ
て
い
る
。
松
本
市

ｏ
上
田
市

・
長
野
市

・

佐
久
町
な
ど
で
は
、
自
治
体
史
編
纂
の
た
め
に
、
県
立
歴
史
館
の
二
五
ミ
リ
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を

"
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も
と
に
、
町
村

の
関
係
分
を
新
た
に
紙
焼
き
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
史
料

の
閲
覧
は
、
１
０
０

一
年
だ
け
で
も
約
五
〇
〇
件
に
及
ん
で
い
る
。
先

に
も
ふ
れ
た
が
、

こ
の
史
料
は
Ａ
五
判

に
紙
焼
き
し
た
も
の
を
、
冊
子
に
仕
立

て
に
し
て
紐

で

と
じ
こ
ん
で
い
る
。
史
料
の
冊
予
数
は
、
近
世
、
近
代
そ
れ
ぞ
れ
約

一
万

一
〇
〇
〇
冊
、
あ
わ

せ
て
一
．万
一
○́
○
○
冊
と
多
い
た
め
、
出
納
に
て
ま
ど
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
県
立
歴
史
館

で
は

こ
れ
ら
の
史
料
は
第
二
次
史
料

で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
申
請

に
よ

っ
て
電
子
式
複
写

（有

料
）
も
認
め
て
い
る
。

（
２
）

寺
社
関
係
文
書

地
域
の
歴
史
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
に
、
た
い
へ
ん
人
気
の
高
い
の
が
寺
社
に
関
係
す

る
文
書

（行
政
文
書
に
含
ま
れ
る
）
で
あ
る
。
　
一
八
七
二
年

（明
治
六
年
）
か
ら

一
八
七
九
年
に
か

け
て
の
史
料
で
、
『
寺
院
廃
却
届
』
『信
濃
国
神
社
明
細
帳
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
長
野
県
が
町
村
に
提
出
を
命
じ
て
収
録
し
た
も
の
で
、
長
野
県
の
貴
重
な
歴
史
史

料

で
あ
る
。
作
成
当
時
か
ら
地
方
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
閲
覧
利
用
者
に
と

っ
て
は
、

た
い
へ
ん

つ
ご
う
が
よ
い
。
地
区
史
の
編
纂
や
公
民
館
活
動
に
よ
る
地
域
史
研
究
の
好
史
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
寺
社
の
図
面
が
添
付
し
て
あ
る
の
で
、
史
料

の
利
用
価
値
は
高

い
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
小
さ
な
寺
、
宮
に

つ
い
て
も
く
わ
し
い
。
い
ま
で
は
そ
の
存
在
が
失
わ
れ

た
と
い
う
寺
社
も
あ
り
、
廃
仏
毀
釈
、
廃
祠

・
廃
堂
の
研
究
に
役
立

つ
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
使

っ
た
橋
詰
文
彦

の
緻
密
な
研
究
も
あ
る
。

長
野
県
神
社
庁

（長
野
市
城
山
）

は
、
　
一
九
九
四
年

に
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
た
。

そ
の
と
き
、

県
立
歴
史
館
に
も

一
式
デ

ュ
ー
プ

（複
製
）

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
の
で
、

マ
イ
ク

ロ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
閲
覧
も
で
き
る
。

（
３
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

史
料
の
存
在
有
無
、
史
実

の
確
認
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
多

い
。
県
外
の
個
人
か
ら
、

ま
た
県
内

の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
日
立

つ
。
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
も
館
員
の
だ

い
じ
な
仕
事

で
あ
る
。
歴
史
館
所
蔵

の
史
料
を
書
物
に
掲
載
し
た
い
が
可
能
か
、
こ
う
い
う
史

料
を
撮
影
し
た
い
が
歴
史
館
に
あ
る
か
、
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
、
毎
日
の
よ
う
に
電
話

で

飛
び
込
ん
で
き
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
出
む
い
て
古
文
書

の
解
読
を
依
頼
す
る
方
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
は
、
難
問
を
あ
び
せ
ら
れ
て
館
員
が
四
苦
八
苦
し
た
こ
と
も
ま
ま
あ

っ
た
。
史

料
目
録

で
確
か
め
た
り
、
歴
史
図
書
で
調
べ
た
り
と
、
対
応
に
は
け

っ
こ
う
手
間
が
か
か
る
。

そ
れ
で
も
存
外
、
そ
の
対
応
を
と
お
し
て
新
知
見
を
得
る
こ
と
も
多
く
、
よ
い
研
修
の
機
会
に

も
な

っ
て
い
る
。
県
立
歴
史
館

で
は
、
総
合
情
報
課
が
お
も
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
対
応
に
あ
た

り
、
内
容

に
よ

っ
て
考
古
資
料
課
と
文
献
史
料
課
が
応
じ
て
い
る
。
館
の
内
部

で
は
、　
一
応
の

す
み
分
け
を
し
て
対
応
し
て
い
る
た
め
、
利
用
者
に
戸́
惑

い
と
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

四
　
保
存
と
利
用
の
啓
発
活
動

１
　
講
座

の
開
設

（
１
）

古
文
書
講
座

県
立
歴
史
館
で
は

一
九
九
五
年
度
か
ら
古
文
書
講
座
を
開
設
し
た
。
近
世
文
書
を
お
も
な
テ

キ
ス
ト
と
し
、
初
年
度
は
二
〇
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。
通
年
の
申
込
み
制
で
、
若
干
の
テ
キ
ス

ト
代
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
年
に

一
〇
回
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
埼
玉
県
や
群
馬
県
の
文

書
館
で
は
、
東
京
か
ら
大
学
の
教
官
ら

を
招
い
て
講
座
を
開
設
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
た
。
だ
が
、
当
時
ま
だ

長
野
新
幹
線
も
開
通
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ

っ
て
、
他
県
の
よ
う
な
体
制
は
と

れ
ず
、
講
師
は
館
員
が
務
め
る
こ
と
に

し
た
。

受
付
、
机
配
置
な
ど

の
準
備

は
、
し

だ

い
に
受
講
生

に
ま
か
せ
る
よ
う
に
し

て
、
自
ｌｉ
的
な
活
動

へ
と
移
行
さ
せ

て

い

っ
た
。
班

の
編
成
、
準
備

の
当
番
制

を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
講
　
　
”

者
間
の
親
交
も
し
だ
い
に
深
ま

っ
て
い
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っ
た
。
意
欲
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、

´
九
九
六
年
度
に
は
皆
勤

。
精
勤
賞

の

交
付
を
試
み
た
。
年

一
〇
回
の
う
ち
八

日
以
Ｌ
出
席
し
た
受
講
者
に
、
最
終
日

に
館
長
名

で
一父
付
し
た
。
な
か
な
か
盛

り
あ
が

っ
た
瞬
間
だ

っ
た
。
翌
年
も

つ

づ
け
て
の
受
講
が
多
く
な

っ
て
、
生
涯

学
習
の
場

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
館

員
の
願
い
が
、
少
し
ず

つ
形
に
な

っ
て

現
れ
て
き
た
。

受
講
者
か
ら
中
世
文
書
も
加
え
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
二
年
目
の

一

九
九
六
年
度
か
ら
は
年
に
二
、
二
回
は
　

■置
臨

取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
古
代
史
の
史
料
も
お
も
い
き

っ
て
導
入
し
た
。
受
講
希
望
者
が
ふ

え
る
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
、
内
容
が
専
門
的
に
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、　
一
九
九
八
年
度
か
ら

は
入
門
講
座
と
解
読
講
座
に
一
一分
し
て
開
講
す
る
こ
と
に
し
た
。
年
間
の
回
数
を
少
し
減
ら
し

て
、
一
．講
座
そ
れ
ぞ
れ
六
回
ず

つ
と
し
た
。　
一
九
九
五
年
度
か
ら
は
じ
め
た
古
文
書
講
座
は
、

す
で
に
七
年

つ
づ
い
て
い
る
。
開
講
以
来
、
受
講
歴
七
年
は
七
名
、
六
年
は
八
名
、
五
年
は
四

名
と
、
受
講
常
連
者
が
で
き
て
す

っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

内
容
や
講
師
陣
な
ど
も
検
討
を
か
さ
ね
て
き
て
い
る
。
一
．○
〇
〇
年
度
と
一
．〇
〇

一
年
度

に

は
、
信
州
大
学

の
教
官
を
講
師

に
招
き
、
よ
り
専
門
的
な
見
識
に
ふ
れ
る
機
会
を
も
う
け
た
。

ま
た
、
軸
物

・
巻
物

の
取
扱
い
方
や
江
戸
時
代
の
貨
幣

に
つ
い
て
の
講
義
を
取
り
入
れ
た
こ
と

も
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
内
容
に
変
化
を
も
た
せ
た
こ
と
は
、
な
か
な
か
好
評
で
あ

っ
た
。
近

年
は
自
主
学
習
を
望
む
声
も
あ
り
、
館
内

で
会
場
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）

文
献
史
料
保
存
活
用
講
習
会

文
献
史
料

の
保
存
に
つ
い
て
啓
発
を
す
す
め
る
た
め
、　
一
九
九
五
年
度
か
ら
年
に
一
．度
、
県

内
史
料
保
存
機
関
の
勤
務
職
員
向
け
に
保
存
活
用
講
習
会
を
開
催
し
て
き
た
。
文
書
の
保
存
箱

作
り
体
験
、
外
部
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
が
お
も
な
内
容
で
あ
る
。
毎
日
四
、
五
い
名

の
出
席
を
得
て
、
各
機
関
の
取
り
組
み
の
情
報
交
換
や
実
践
発
表
も
お
こ
な

っ
て
き
た
。
と
く

に

．
名

で
史
料
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る
担
当
者
に
と

っ
て
は
、
不
安
の
解
消
と
い
っ
た
点

で
も
効
果
が
大
き
か

っ
た
。

自
治
体
史
の
編
纂
事
業
に
携
わ

っ
て
い
る
方
が
た
の
参
加
も
あ

っ
た
。
自
治
体
史
の
編
纂
と

史
料
保
存
は
密
接
不
可
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
本
が
で
き
あ
が
れ
ば
使

っ
た
史
料
、
収
集

し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
存
外
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
反
省
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
編
纂
室
で
は
ど
の
よ
う
な
保
存
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
、
そ
の
情
報
交
換
を
し
て
き

一た
。２

　
文
書
保
存
を
考
え
る
自
主
的
な
動
き

（
１
）

史
料
協
の
設
立
と
全
史
料
協
大
会
の
開
催

文
献
史
料
の
保
存
活
用
講
習
会
を
開
催
し
て
い
く
あ
い
だ
に
、
長
野
県
に
も
史
料
保
存
活
用

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
だ
と
い
う
声
が
生
ま
れ
た
。
埼
玉
県
の
先
駆
を
は
じ
め
、
群
馬
県
や

新
潟
県
と
い
っ
た
隣
県
に
は
、
す
で
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
は
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み

に
学
び
な
が
ら
、
長
野
県
に
も
組
織
を
と
い
う
願
い
で
あ

っ
た
。　
一
九
九
九
年

一
一
月
に
は
、

信
州
大
学
人
文
学
部
の
笹
本
正
治
教
授
を
講
師
に

「文
献
史
料
の
問
題
点
」
と
題
し
て
講
演
会

を
実
施
し
た
。
史
料
保
存
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
組
織
の
誕
生
が
ま
じ
か

に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

長
野
県
史
料
保
存
連
絡
協
議
会

（通
称
Ｌ
長
史
料
協
し

は
、
一
．○
〇
〇
年
の
六
月

´
一
日^
に

誕
生
し
た
。
総
会
が
県
立
歴
史
館
で
開
催
さ
れ
、
役
員
及
び
事
業
計
画
、
予
算
案
の
承
認
な
ど

が
お
こ
な
わ
れ
、
大
き
な
期
待
の
も
と
に
船
出
で
き
た
。
は
じ
め
て
の
研
修
と
し
て
、
国
際
資

料
研
究
所
の
小
川
千
代
子
代
表
を
招
い
て

「史
料
保
存
の
今
―
世
界

。
日
本

。
長
野
―
」
と
題

し
た
講
演
会
を
実
施
し
た
。
同
年

一
〇
月
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
の
青
木
睦
助
手
の
、

１
０
０

一
年
六
月
に
は
長
野
大
学
の
井
出
嘉
憲
学
長
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
年

一
回
の
会
報

の
発
行
と
と
も
に
、

『長
野
県
史
料
協

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』

の
発
刊
も
第
二
号
ま
で
つ
づ
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
長
史
料
協
は
着
実
に
実
績
を
か
さ
ね
つ
つ
あ
る
。
長
史
料
協
の
こ
う
し

長野県立歴史館研究紀要 8号 (20023)
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た
動
向
は
、
『
文
献
史
料
課
案
内
』

で
く
わ
し
く
ふ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年

の
四
月
、
全
国
歴
史
資
料
利
用
保
存
機
関
連
絡
協
議
会

（通
称

・
全
史
料
協
）
の

会
長
か
ら
、
長
野
県
で
の
全
国
大
会
開
催
の
依
頼
を
受
け
た
。
県
内
で
の
開
催
に
不
安
が
あ

っ

た
が
、
大
会
招
致

に
幾
分
か
安
心
感
が
も
て
た
の
は
、
長
史
料
協

の
存
在
で
あ
る
。
館
内
の
協

議
を
経
て
、
大
会
招
致
を
承
諾
し
準
備
に
か
か

っ
た
。
お
も
に
担
当
し
た
の
は
、
文
献
史
料
課

で
あ
る
。

一
．〇
〇

一
年
の

一
一
月
七
日
か
ら
二
日
間
、
長
野
市
若
里
文
化
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
県

社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
と
県
立
歴
史
館
お
よ
び
松
本
市
文
書
館
を
会
場
に
開
か
れ
た
。
全
国

か
ら
二
四
〇
名
余
が
集
ま
り
、
盛
会

の
う
ち
に
無
事
終
了
し
た
。
準
備
段
階
か
ら
直
接
に
多
く

の
事
務
を
負

っ
た
の
は
、
県
立
歴
史
館
と
松
本
市
文
書
館

の
職
員
を
中
心
に
組
織
し
た
長
野
県

実
行
委
員
会

で
あ

っ
た
。
大
会
当
日
は
長
史
料
協
会
員
の
支
援
、
協
力
が
大
き
か

っ
た
こ
と
は

言
を
ま
た
な
い
。

長
野
県
博
物
館
協
議
会
、
長
野
県
図
書
館
協
議
会
、
長
野
県
学
芸
員
懇
話
会
と
い

っ
た
類
似

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
な
か
で
、
長
史
料
協
は
今
後
、
史
料
保
存
の
た
め
に
独
自
の
役
割
を

果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ほ
か
の
組
織
と
の
連
携
を
考
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
。

（
２
）

古
文
書
演
習
講
座

の
開
講

県
立
歴
史
館
に
は
未
整
理
古
文
書
が
相
当
数
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
考
え
る
の
は
、
史
料
保
存
機
関
の
職
員
と
し
て
当
然

で
あ
ろ
う
。
県
立
歴
史
館

で

は
、　
一
名
の
館
員
が

一
年
間
に
整
理
で
き
る
古
文
書
は
、
せ
い
ぜ
い
二
〇
〇
〇
点
ほ
ど
で
あ
る
。

年
を
お
う
ご
と
に
収
蔵
古
文
書
数
が
ふ
え
る
現
状
に
あ

っ
て
、
こ
れ
で
は
な
か
な
か
整
理
が
追

い
つ
か
な
い
。

一
九
九
九
年
度

の
最
終
古
文
書
解
読
講
座

の
折
、
コ
．一年
以
上

に
わ
た

っ
て
古
文
書
講
座
を

受
講
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
」
と
い
う
条
件
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
古
文
書
整
理
を
呼
び
か
け

た
。
さ

っ
そ
く
七
名

↑
つ
ち
女
性

一
名
）
の
方
の
中
し
出
が
あ
り
、
し
か
も
無
報
酬
と
い
う
こ
と

で
快
諾
が
得
ら
れ
た
。

そ
ん
な
な
か
、

学
芸
部
の
内
部
か
ら
は
、

「県
立
歴
史
館
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

そ
こ
で
、
名
称
を

「古
文
書
解
読
演
習
」
と
し
、
日
録
作
成
を
兼
ね
る
方
法
を
と
る
こ
と
に

し
た
。
し
か
も
期
間
は
冬
期
に
限
定
し
た
。
毎
週
三
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
四
時
ま
で
、
二
Э

日
ほ
ど
実
習
室

（現
長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
一
部
）
を
開
放
し
た
。

こ
う
し
て
更
級
郡
寺
沢

家
文
書
の
整
理
が
順
調
に
進
ん
だ
。
七
名
が
互
い
に
教
え
あ
う
形
が
で
き
、
館
員
と
の
交
流
も

深
ま
っ
た
。

翌
二
〇
〇
〇
年
も
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
前
年
の
メ
ン
バ
ー
に
さ
ら
に
五
名
加
わ
っ
て

一
二
名

に
ふ
え
た
。
な
か
に
は

「未
熟
な
わ
た
し
で
も
よ
か

っ
た
ら
加
え
て
は
し
い
」
と
い
う
申
し
出

も
あ

っ
て
、
い
っ
そ
う
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
年
は
、
佐
久
郡
岩
村
田
宿
の
依
田
家
文
書
の

樫
理
を
お
こ
な

っ
た
。
新
た
に

一
二
冊
の

『古
文
書
解
読
辞
典
』
を
用
意
し
、
解
読
に
便
宜
を

は
か

っ
た
。
古
文
書
解
読
の
熟
達
者
に
よ
る
目
録
と
り
は
、
な
か
な
か
白
熱
し
た
。
難
読
文
字

を
お
互
い
に
追
求
し
あ
う
姿
が
み
ら
れ
、
名
実
と
も
に
演
習
で
あ
り
、
生
涯
学
習
の
真
髄
に
直

面
し
た
感
が
あ

っ
た
。
休
憩
時
の
お
茶
の
時
間
は
、
き
ま

っ
て
歴
史
の
話
題
に
花
が
咲
い
た
。

開
始
し
て
か
ら
二
年
日
に
な
る
一
．〇
〇

一
年
度
に
は
、
演
習
を
二
本
立
て
に
す
る
こ
と
に
し

」″演っ講コけ緯岬鵬制］綺̈
】れ　　一一一檄

る
。
応
募
者

は

一
二
名

↑
つ
ち
女
性
四
　
　
　
　
一一

名
）
あ

っ
た
。

こ
の
方
が
た
に
は
、
松

本
藩
大
庄
屋
清
水
家
文
書
の
整
理
に
協

力
い
た
だ
く
こ
と
に
し
、
さ

っ
そ
く
、

古
文
書

の
収
納
箱
作
り
か
ら
は
じ
め
た
。

古
文
書
の
正
し
い
扱
い
と
保
存
の
方
法

を
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

も
う
ひ
と
グ
ル
ー
プ
の
演
習
講
座
は
、

解
読
編
と
し
た
。　
」ｆ
二
年
度
は
、
な
ん

と
一
．七
名

（う
ち
女
性
四
名
）
も
の
応
募

が
あ

っ
た
。
た
い
へ
ん
な
盛
況
ぶ
り
で
、

文書を整理する (2002年古文書解読演習)

“
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う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

古
文
書
の
目
録
が
な
け
れ
ば
、
閲
覧
公
開
に
応
じ
ら
れ
な
い
。
多
く
の
積
み
残
し
の
古
文
書

を
、
で
き
る
だ
け
早
く
公
開
に
こ
ぎ

つ
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
献
身
的
に
協
力
い
た
だ
け

る
方
が
た
の
こ
う
し
た
力
と
支
え
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

（
３
）

古
文
書
愛
好
会
の
設
立

古
文
書
の
解
読
を
縁
に
、
県
立
歴
史
館
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
う
館
員
と
、

解
読
に
意
欲
的
な
有
志
の
方
が
た
と
の
気
持
ち
が

一
致
し
て
、
通
年
の
活
動
を
め
ざ
す
愛
好
会

の
設
立
気
運
が
高
ま
っ
た
。
発
起
人
は
、
二
〇
〇
〇
年
と
翌
年
の
冬
場
、
演
習
講
座
に
参
加
し

た
方
が
た
だ

っ
た
。
二
〇
〇

一
年
の
冬
期
、
愛
好
会
設
立
の
準
備
に
と
り
か
か

っ
た
。
活
動
内

容
、
会
費
、
役
員
、
会
員
の
特
典
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
会
則
案
を
作
成
し
た
。

二
〇
〇

一
年
五
月
、
第

一
回
古
文
書
講
座
の
終
了
後
、
「長
野
県
立
歴
史
館
古
文
書
愛
好
会
」

が
発
足
し
た
。
発
足
時
の
会
員
は
八
三
名
で
、
会
費
は
年
額
五
〇
〇
円
と
し
、
会
員
証
を
発
行

す
る
こ
と
に
し
た
。
総
会
、
役
員
会
の
開
催
、
古
文
書
探
訪
の
旅
、
研
修
会
の
実
施
な
ど
が
活

動
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
役
員
の
任
期
は
二
年
で
、
古
文
書
講
座
の
常
連
受
講
者
が
役
員
に
選

出
さ
れ
た
。
二
〇
〇

一
年
度
は
諏
訪
市
博
物
館

ｏ
高
遠
町
立
歴
史
博
物
館
、
同
図
書
館

へ
の
古

文
書
探
訪
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
四
〇
名
で
貸
切
リ
バ
ス
一
台
。
参
加
費
五
〇
〇
〇
円
は
個

人
負
担
で
あ
る
。
事
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関

へ
閲
覧
申
請
を
し
て
お
い
た
た
め
、
貴
重
な
古
文

書
を
特
別
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
い
へ
ん
好
評
な
研
修
で
あ

っ
た
。

会
員
に
は
県
立
歴
史
館
で
お
こ
な
わ
れ
る
各
種
講
座
や
講
演
会
の
案
内
を
通
知
し
て
い
る
。

県
立
歴
史
館
に
は
い
ま
の
と
こ
ろ

「友
の
会
」
と
い
う
組
織
は
な
い
。
小
さ
な
動
き
で
は
あ
る

が
、
古
文
書
愛
好
会
が
そ
れ
に
あ
た
る
組
織
と
な

っ
て
い
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
、
あ
る
い

は
館
の
広
報
活
動
を
助
け
る
存
在
と
し
て
貴
重
な
会
で
あ
る
。

３
　
日
録

の
刊
行
と
配
布

（
１
）

行
政
文
書
目
録
と
絵
図
目
録

県
立
歴
史
館
で
は
、
す
で
に

『長
野
県
行
政
文
書
目
録
』
を
四
冊
刊
行
し
て
い
る
。

は
、
明
治

。
大
正
時
代
の
行
政
簿
冊
を
収
録
し
て
い
る
。
二
冊
日
は

一
九
二
六
年
か
ら

六
年
ま
で
、
三
冊
目
は

一
九
四
七
年
か
ら

一
九
六
五
年
ま
で
の
行
政
簿
冊
を
収
録
し
て
い
る
。

四
冊
目
は

一
九
四
七
年
か
ら

一
九
七
〇
年
ま
で
の
行
政
簿
冊
で
、
三
冊
目
の
補
遺
と
し
て
の
役

割
を
も

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
『絵
図

。
地
図
目
録
』

を

一
冊
刊
行
し
て
い
る
。
膨
大
な
量
の
絵
図

。
地
図

で
あ

っ
た
た
め
、
日
録
の
作
成
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
こ
こ
で
い
う
絵
図

。
地
図
は
、

長
野
県
が
か
つ
て
収
集
し
た
も
の

（行
政
文
書
の
一
部
）
に
限

っ
て
お
り
、
古
文
書
群
に
ま
じ
っ

た
も
の
は
目
録
に
は
収
め
て
い
な
い
。
中
心
は
明
治
前
期
に
町
村
で
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

絵
図
に
は
、
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
目
録
を
公
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
閲

覧
者
が
ふ
え
て
い
る
。

（
２
）

古
文
書
目
録

古
文
書
目
録
は
こ
れ
ま
で
に
四
冊
刊
行
し
た
。　
一
、
二
冊
は
県
立
長
野
図
書
館
か
ら
の
移
管

文
書
の
み
の
目
録
で
あ
る
。　
〓
一一の
家
分
け
古
文
書
を
収
録
し
て
い
る
。
三
冊
目
は
米
山

一
政

と
関
川
千
代
丸
の
収
集
古
文
書
の
目
録
で
あ
る
。
四
冊
目
は
、
北
信
濃
関
係
の
古
文
書
目
録
で
、

水
内
郡
柏
原
村
中
村
家
、
同
郡
西
大
滝
村
斉
藤
家
、
高
井
郡
虫
生
村
野
崎
家
の
古
文
書
を
収
録

し
て
い
る
。

刊
行
に
は
こ
ぎ

つ
け
て
い
な
い
が
、
仮
の
目
録
が
で
き
て
い
る
も
の
も
多
い
。
こ
れ
ら
仮
の

目
録
は
閲
覧
室
に
置
く
だ
け
で
、
関
係
機
関
へ
は
配
布
し
て
い
な
い
。
閲
覧
室
に
あ
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト

『文
献
史
料
案
内
』
を
み
れ
ば
、
目
録
の
有
無
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

一
、
二
年
の
う
ち
に
は
、
と
り
わ
け
点
数
の
多
い
佐
久
郡
岩
村
田
宿
依
田
家
文
書

。
更
級
郡
岡

田
村
寺
澤
家
文
書

。
松
本
藩
大
庄
屋
清
水
家
文
書
の
目
録
も
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）

目
録
の
お
も
な
配
本
先

こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
て
い
る
行
政
文
書
目
録
四
冊
と
古
文
書
目
録
四
冊
は
、
広
く
研
究
等
に

資
す
る
た
め
、
各
方
面

へ
配
布
し
て
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目
録
は
、
県
内
の

一

二
〇
の
教
育
委
員
会
、　
〓
二
〇
余
の
歴
史
資
料
保
存
施
設
に
送
付
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
立
、

都
道
府
県
立
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
の
文
書
館

。
博
物
館

ｏ
図
書
館
に
も
送
付
し
て
い
る
。
そ

の
数
は
あ
わ
せ
て
約
五
七
〇
箇
所
に
な
る
。
発
行
物
の
相
互
交
換
を
希
望
す
る
県
外
の
機
関

ヘ

も
送
付
し
、
互
い
の
便
宜
を
は
か

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
県
立
歴
史
館
の
送
付
手
順
の
つ
ご
う

九 冊
四 目



で
、
発
刊
後
や
や
日
数
が
か
か

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

日
録
の
存
在
を
知

っ
て
、
全
国
各
地
か
ら
入
手
し
た
い
旨
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
個
人
に

は
送
付
し
て
い
な
い
が
、
大
学
の
図
書
館
、
研
究
室
等
の
機
関
に
は
、
依
頼
文
に
よ
っ
て
送
付

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

五
　
お
わ
り
に

史
料
の
保
存

ｏ
利
用
に
関
し
て
、
県
立
歴
史
館
で
は
い
く
つ
か
の
課
題
を
か
か
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
な
が
ら
、
今
後
解
決
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
五
点
あ

げ
る
。

０
　
寄
贈
な
ど
で
収
集
、
蓄
積
す
る
古
文
書
は
、
年
年
ふ
え
る
い
っ
ぼ
う
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、　
目
録
の
作
成
等
の
整
理
が
追
い
つ
か
な
い
現
状
に
あ
る
。

「急
を
要
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
、
そ
の
遅
れ
は
や
む
を
得
な
い
」
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
だ
が
、
破
損

・
劣
化

の
あ
る
古
文
書
を
目
の
前
に
し
て
、
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
保
存
機
関
の
怠
慢
で
あ
ろ
う
。

で
き
る
だ
け
早
く
閲
覧
利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
県
立
歴
史
館
の
責
務
だ
と
考
え
る
。

②
　
準
備
室
段
階
の
構
想
で
は
、
史
料
集
の
刊
行
を
視
野
に
い
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
古
文

書
の
整
理
も
遅
れ
が
ち
な
現
状
で
は
、
当
面
手
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
む
ろ
ん
新

た
な
予
算
措
置
も
必
要
に
な
る
。
館
外
の
有
識
者
の
協
力
を
得
て
史
料
集
を
発
刊
し
て
い

る
松
本
市
文
書
館
の
実
践
に
学
べ
ば
、
古
文
書
演
習
講
座
や
古
文
書
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー

ヘ
協
力
を
依
頼
す
る
と
い
う
手
段
も
考
え
ら
れ
る
。

０

『長
野
県
史
』

編
纂
の
過
程
で
収
集
し
た
写
真
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
約
四
五
〇
〇
本
は
、　
そ

ろ
そ
ろ
劣
化
が
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
空
調
の
調

っ
た
フ
ィ
ル
ム
保
管
庫
で
保
管
し
て
は
い

る
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
や
が
て
使
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
先
人
の
努
力
と
文
化

遺
産
を
み
す
み
す
損
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
フ
ィ
ル
ム
の
デ

ュ
ー
プ
を
作
る
の
に
は

相
当
な
費
用
が
か
か
る
。
き
び
し
い
県
財
政
の
渦
中
に
あ

っ
て
は
、
と
り
あ
え
ず
フ
ィ
ル

ム
を
洗
浄
し
て
急
場
を
し
の
ぐ
ほ
か
な
い
。
な
る
べ
く
早
く
と
り
か
か
り
た
い
事
業
で
あ

Ｚ
υ
。

鮒
　
Ｉ
Ｔ
時
代
に
な

っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
の
史
料
閲
覧
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
便

利
な
こ
と
は
な
い
。
県
立
歴
史
館
の
収
蔵
史
料
は
膨
大
で
あ
る
た
め
に
、
経
費
の
点
で
困

難
な
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
手
が

つ
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
た
だ
し
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
文
書
検
索

シ
ス
テ
ム
は
、
館
員
の
手
で
作
れ
そ
う
で
あ
る
。
各
方
面
か
ら
の
、

ま
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
早
く
手
を

つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

Ｄ
　
新
収
集
文
書
の
紹
介
も
十
分
に
は
実
現
で
き
て
い
な
い
。
館
収
蔵
の
文
献
史
料
は
、
可

能
な
限
り
夏

ｏ
秋
の
企
画
展
で
展
示
す
る
機
会
を
も

っ
て
い
る
が
、
他
県
の
文
書
館
で
常

時
お
こ
な

っ
て
い
る
公
開
展
示
に
比
べ
る
と
、
そ
の
点
数
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な

い
。
最
新
情
報
の
広
報
お
よ
び
共
有
化
と
い
う
点
で
、
だ
い
じ
に
考
え
な
く
て
は
な
る
ま

い
。
富
山
県
の
公
文
書
館
で
は
新
収
蔵
の
史
料
を

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
展
示
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
試
み
に
学
ん
で
実
現
さ
せ
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

県
立
歴
史
館
の
文
献
史
料
課
に
も
、
こ
こ
数
年
の
あ
い
だ
に
小
さ
い
な
が
ら
も
進
歩
と
変
化

が
あ

っ
た
。
記
憶
は
記
録
し
て
お
く
こ
と
に
よ

っ
て
残
り
、
そ
し
て
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
本

稿
は
文
献
史
料
課
の

一
員
と
し
て
直
接
か
か
わ

っ
た
立
場
か
ら
、
開
館
以
来

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
そ
の
あ
ゆ
み
を
記
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
保
存
と

利
用
の
あ
り
か
た
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注１
　
博
田
伊
史

「歴
史
系
総
合
施
設
に
お
け
る
資
料
の
保
存
と
活
用
―
長
野
県
立
歴
史
館
の
現
状
と
課

題
」
（
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
二
〇
〇

一
年
）。

２
　
梅
原
康
嗣

・
橋
詰
文
彦

「長
野
県
立
歴
史
館
に
お
け
る
行
政
文
書
の
収
集
、
整
理

・
保
存
」
「
長
野

県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
、　
一
九
九
九
年
）、
梅
原
康
嗣

。
橋
詰
文
彦

「長
野
県
立
歴
史
館
に

お
け
る
行
政
文
書
の
公
開
―
本
籍
記
載
文
書
の
非
公
開
期
限
設
定
の
試
み
」
「
長
野
県
立
歴
史
館
研
究

紀
要
』
第
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

３
　
井
原
今
朝
男

「長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
の
中
世
文
書
に
つ
い
て
」
「
古
文
書
研
究
』
第
四
六
号
、　
一

九
九
七
年
）。

４
　
丸
山
文
雄

「県
外
流
出
文
書
と
史
料
保
存
―
長
野
市
域
の
流
出
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」
「
市
誌
研
究
な

長野県立歴史館収蔵文書の保存と利用
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が
の
』
第
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
と
。

５
　
新
津
新
生

「長
野
県
に
お
け
る
賠
償
指
定
工
場
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
に
み
る
ア
メ
リ
カ
占
領
政
策
」

「
長

野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』

第
二
号
、　
一
九
九
六
年
）
、
同

「長
野
県
に
お
け
る
賠
償
指
定
機
械
と
朝

鮮
特
需
」
「
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
四
号
、　
一
九
九
八
年
）。

６
　
近
世
文
書
の
枚
数
は
、
『長
野
県
史
を
ふ
り
か
え
る
』
（
長
野
県
史
を
ふ
り
か
え
る
』
発
起
人
会
発

行
、　
一
九
九
二
年
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
開
館
当
時
の
資
料
内
容
と
数
値
に
つ
い
て
は
、
小
平
千
文
が

「長
野
県
史
編
纂
後
に
お
け
る
文
書
館
機
能
を
中
心
と
し
た
長
野
県
立
歴
史
館
の
役
割
」
「
地
方
史
研

究
』
第
二
七

一
号
、　
一
九
九
八
年
し

で
詳
述
し
て
い
る
。

７
　
橋
詰
文
彦

「
旧
長
野
県
水
内
郡
に
お
け
る
廃
寺
廃
堂
の
実
態
」
「
信
濃
』
第
五
〇
巻

一
一
号
、　
一
九

九
八
年
）
、
同

「村
堂
の
僧
尼
た
ち
―
明
治
六
年
水
内
郡
下
の
諸
相
―
」

「
長
野
』
第
二
〇
九
号
、

二

〇
〇
〇
年
）。

８
　
県
立
長
野
図
書
館
で
は
、　
一
九
七
七
年

（昭
和
五
二
）
に
刊
行
さ
れ
た

『長
野
県
公
文
編
冊
及
び
行

政
資
料
目
録
』

（長
野
県
総
務
部
文
書
学
事
課
）
を
使

っ
て
い
た
。

こ
の
目
録
は
、　
一
九
六
六
年

（昭

和
四

一
）

に
第

一
集
と
し
て
明
治
編
が
、　
一
九
六
九
年

（昭
和
四
四
）

に
第
二
集
と
し
て
大
正
編
が
だ

さ
れ
た
も
の
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

県
立
歴
史
館
で
は
、　
こ
れ
ら
の
目
録
を
参
考
に
し
て
新
た
に

『長
野
県
行
政
文
書
目
録
』
（
１
～
４
）
を
刊
行
し
た
。

９
　
松
本
市
文
書
館
で
は
、
『松
本
市
文
書
館
史
料
第

一
集
―
御
用
留
』
公
一〇
〇
〇
年
）
と

『松
本
市
文

書
館
史
料
第
二
集
―
天
保
四
年
違
作
書
留
帳
―
』
公
一〇
〇

一
年
）
の
二
冊
を
刊
行
し
て
い
る
。
古
文

書
の
解
読
作
業
は
館
外
の
地
元
協
力
者
に
よ
る
と
い
う
。

“


